
 

 

 当協会では、昨年６月に「衛生管理者等に関するアンケー

ト調査」を実施しましたが、その結果を見ますと、回答した

衛生管理者等（衛生管理者、衛生推進者、衛生管理担当者を

含む）の８割以上が外部の衛生管理者等と情報交換する機会

がないと回答し、多くの衛生管理者等が健康診断など従業員

の健康管理を始めとする多くの問題で悩みを抱えながら業務

に従事している実態が認められました。 

 当協会では、この結果を受けて、衛生管理者等が日頃の業

務で抱える疑問や悩みを解消するため、島根労働局、島根産

業保健総合支援センターと連携して、昨年 12月 13日に島根

県民会館において「衛生管理者等交流会」を開催しました。 

 当日は、県内 44事業場から 49名（第 1種 39名、第 2種

10名）の衛生管理者等が参集し、８グループ（第 1種 6G、

第 2種 2G）に分かれて交流会が行われ、参加者からは、各

グループの担当アドバイザー（島根労働局健康安全課担当

官、安全衛生コンサルタント等）に対し、「ストレスチェッ

クの面談の申込はなく、どうしたものか」といった悩みが打

ち明けられ、アドバイザーから、「ストレスチェックだけが

対策の全てではなく、日常の会話からメンタルヘルス不調と

思われる者を見かけた場合、ラインと産業保健スタッフが連携を取り、産業医の健康相談に繋げて欲

しい」との解決法が提案されるなどしました。 

 交流会を終えた参加者からは、「とても話しやすく、他の職場の状況も分かり良かった」、「このよう

な機会を定期的に設けて欲しい。参加したいと思う」といった声が聴かれました。 

 当協会では、今回の交流会の結果を受けて、今後も、衛生管理者等に対する各種情報の提供、相互

交流、研修会の開催等の支援を継続的に行い、県内衛生管理者等の相互の連携に努めることとしてお

ります。 

 

『衛生管理者等交流会』を開催！ 
～働き方改革のキーマン衛生管理者を継続的に支援します～ 



 

 

 

 

 

 

交流会フリートークの様子 


